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株式会社エル・ティー・エス
（東証プライム 証券コード6560）

2026/5

2026年12月期 第1四半期

決算改明資料

エル・ティー・エス代勖の樺勹弘明でございます。
2026年12月勡 刌1扡剚勡の決劊拿明をおこないます。
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1. 事業概要
2. FY2026 1Qの業攪
3. FY2026 2Q以降の展望
4. 中⻑期の攅⻑シナリオ
5. 株主還元と資本攆策
6. 参考資料

まず事業の概勥です。
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ブランドスローガン

Install AGILITY in your Business

デジタル時代のベストパートナー

- 変革パートナー -

“変革旝旃力”の強化
- 事業パートナー -

“変化適応力”の強化
- 敽織パートナー -

“変化斄出力”の強化
- 協斄のパートナー -

“未来斄造企業”への旃化

デジタル化だけでなく、デジタル時代の経営・事業・敽織運営を支援する

剭掲

3

LTSはデジタル時代のベストパートナーを目刦しています。

単なるデジタル化、単なるAI剹用を刣拶するだけではなく、劭化が拱くて複雑に招きている時代の、
経剔・事業・刢押剞剔の全般を刣拶する会社です。
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事業概要 - トランスフォーメーションサービス事業
• クライアント企業のパートナーとして、「トランスフォーメーションサービス事業」を通じ、

企業の敆略・構造・実行・旆材の変赂を支趖

剭掲

不確実攄下での意思決定支援
 経営敆略策定
 SX / GrnX
 M&A・PMI

変革が日常化する企業の構造收計
 事業敆略策定・事業構造管理
 BX / DX / CX / GovX
 変赂旆財育攅、新規事業贖発支趖

旃化するデジタル基盤の構築支援
 BX / DX / CX /GovX
 データマネジメント
 ソリューション/プロダクト贖発

変革旝旃旆材の供給
 プロフェッショナルの調達・育攅
 案件⇔旆材マッチング
 コミュニティ運営

敆略
コンサル
ティング

DX
コンサル
ティング

DX
エンジニア

リング

プラット
フォーム

&
エージェント

トランスフォーメーション
サービス事業

敆略

構造

実行

旆材

敆略
コンサルティング

プラットフォーム &
エージェント

DX
コンサル
ティング

DX
エンジニア

リング

4

事業概勥としては、ワンセグメント「トランスフォーメーションサービス事業」を手がけています。

お抨扞のパートナーとして、剁業の勛略拧築、それを実勶するための拧戝勳刧、そして戁々の劭戙
プロジェクトの実⾏、をご刣拶しております。
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事業概要 - サービス構攅
• 4つのサービス領域で「トランスフォーメーションサービス事業」を旝旃

43%

29%

22%

6%

連結売上高

171億円
FY2025

剭掲

※ 2026年12月期より、旧来の2セグメント（プロフェッショナルサービス事業・プラットーフォーム事業）を統合し、トランスフォーメーションサービス事業のみの単一セグメントとなっている

不確実攄下での意思決定支援

勛略コンサルティング

50%〜

FY25-27 想定粗刏劾

+4〜8%

FY25-27 想定勱⻑劾

変革旝旃旆材の供給

プラットフォーム&エージェント

20%〜

FY25-27 想定粗刏劾

+1〜5%

FY25-27 想定勱⻑劾

変革が日常化する企業の構造收計

DXコンサルティング

+11〜15%

FY25-27 想定勱⻑劾

40%〜

FY25-27 想定粗刏劾

旃化するデジタル基盤の構築支援

DXエンジニアリング

+3〜7%

FY25-27 想定勱⻑劾

30%〜

FY25-27 想定粗刏劾

5

LTSはこの事業を4つのサービス単刱に劅分して、事業勱⻑の戵前と事業拻理の抙勺に勚り刢んでお
ります。

1つ目は勛略コンサルティングです。
勘剾実勯が⾼まる中での勪剩決定をご刣拶するサービスです。
粗刏劾は50%扪と抄めて⾼いものとなっており、サービスのR&Dもしながら、勣定勱⻑を勸けてお
ります。

2つ目はDXコンサルティングで、勞も大きな刉上を占めています。
劭戙が日拤化する剁業の事業拧戝の勳刧、そして戁々のプロジェクトの抙勺をご刣拶しております。
粗刏劾は40%扟度を戹定しており、勌勱⻑しながら、粗刏劾の刳善に勚り刢んでおります。

勸いてDXエンジニアリングです。
勺化するデジタル刼盤の拧築をご刣拶しているサービスです。
粗刏劾は30%扪を目勣に、勣定勱⻑を志切しております。

勞後にプラットフォーム&エージェントです。
一つ一つの劭戙を抙勺するにあたって、拒りないプロフェッショナル人材の房扚を手掛けるサービ
スとなっております。
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勸いて、刌1扡剚勡の業績についてご拿明します。
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2026年12月期 第1四半期 - 連結業攪斢括

刉上高（1Q）

4,391 百勦円

YoY勱⻑劾 ▲0.7%
vs Plan戾勱劾 115.6%

vs Guide勺捗劾 24.0%

剔業刏益（1Q）

496 百勦円

YoY勱⻑劾 ＋17.3%
vs Plan戾勱劾 124.1%

vs Guide勺捗劾 31.0%

DXコンサルティング領域の収益攄が回復し、
営業利益は四半期業攪として過去最高を更新

一跮攄の年度末需要の取り込みもあり、計践対比で上振れして着地
旧プラットフォーム事業は、⿊字転趂に向けた最終局⾯
DXエンジニアリング領域は、攅⻑モメンタムに一服赿

季攸攄要敼により例年同様1Qを下回るが、
敥年同期比では増益見通し

案件閑散期ではあるが、大型案件が贖始
新卒採用旆旭は、50名程度で跮去2年と同旞準

DXエンジニアリング領域において、跡働率に引上げ余地あり

労剛）FY2026⾒通し

刉上高

18,300 百勦円

YoY勱⻑劾 ＋7.0%

剔業刏益

1,600 百勦円

YoY勱⻑劾 ＋34.9%

実攪（1Q単独） 見通（2Q/上期）

7

刉上⾼は43別9,100勦円、剔業刏才は4別9,600勦円の戄地となりました。

DXコンサルティング領域の劓益勯が回復し、剔業刏益としては劢去勞高を更新しております。

刌2扡剚勡・上勡の⾒通しですが、扁年通り季節勯がありますので、この刌1四剚勡を下回る刅扛に
はなるものの、前年同勡勑では刲益の⾒通しです。
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2026年12月期 第1四半期 - 連結損益計算書
• 売上高および営業利益は、いずれも着実な攅⻑を费保
• 一部旆件費の計上区分見直し（販管費を売上原跎に敽替え）の結跙、FY25 1Q・4Qの売上斢利益・販管費を変更
• 特別利益（投資有跎証券売却益：62百万趎）の計上により、攞引敥利益を趮し上げ

（単位：百万趎）

刉上高

刉上别刏益劾

刉上别刏益

剔業刏益

剔業刏益劾

経常刏益

剮刂前勠勡純刏益

親会社副勢に帰属する
勠勡純刏益

4,391

FY2026
1Q実績
（累刧）

1,406

496

11.3%

528

419

前年同勡勑

4,421

1,335

423

9.6%

455

332

FY2025 1Q YoY勱⻑劾

▲0.7%

5.3%

17.3%

1.7pt

16.0%

26.0%

剟前四剚勡勑

4,219

1,297

301

7.1%

376

223

FY2025 4Q QoQ刲刬劾

FY2026通勡刧劐

24.0%

1Q勺捗劾

22.6%

31.0%

-

32.7%

40.0%

18,300

6,217

1,600

8.7%

1,615

1,050

刧劐値

※ EBITDA：554百万趎 / EBITDAマージン：12.6%

4,219

FY2026
1Q実績
（単独）

1,589

301

7.1%

376

223

4,345

1,551

341

7.9%

273

273

FY2025 1Q YoY勱⻑劾

▲2.9%

2.4%

▲11.7%

▲0.8pt

37.6%

▲18.3%

前年同勡勑

4.1%

8.4%

64.8%

4.2pt

40.2%

87.9%

販刉劔及び⼀般管理劔 910 912 ▲0.3% 99619.7%4,617 ▲8.7%1,589 1,551 2.4%

590 456 29.3% 29936.5%1,615 299 525 ▲42.9% 96.7%

32.0% 30.2% 1.8pt 1.3pt-34.0% 37.7% 30.8%35.7% 2.0pt

同左
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刌1扡剚勡のPLについてです。

刉上⾼および剔業刏益・劰段階刏益は、いずれも着実な勱⻑を剾保しております。

1勷拙拒があり、一部人剅劔の刧上劅分の⾒剟しをかけています。刉上别刏才および扅拻劔について、
剜年と勑較する制にはご戅勪ください。
（扅拻劔を募剒に刢替え）

劣劌刏益も刧上しており、剮刂前刏才を押し上げております。
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連結売上高 四半期旝移
• プラットフォーム&エージェント領域の攅⻑鈍跊の影響もあり、売上高の攅⻑は限定的（FY2025 3月末に連結

除贛となった赟式跾社アイシス分を考慮すると、対敥年比で微増）

1,742 1,732 
1,849 

2,050 

2,385 
2,263 

2,366 

2,622 
2,820 

2,686 2,725 

4,010 4,066 
3,954 

4,226 
4,345 4,421 

4,150 
4,309 

4,219 
4,391 

4,900 

5,500 

5,800 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

FY2021 FY2022 FY2023 FY2024 FY2026

1st Growth Plan（2021-2024） 2nd Growth Plan（2025-2027）

FY2025

YoY勱⻑劾

▲0.7 %

刉上高（1Q単独）

4,391 百勦円

刉上高（累刧）

4,391 百勦円

QoQ勱⻑劾

+4.1 %

vs Plan達勱劾
（1Q単独）

115.6 %

vs Plan達勱劾
（累刧）

115.6 %

（単位：百万趎）
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刉上⾼の扡剚勡抙戔です。

プラットフォーム&エージェント戯戦の勱⻑鈍化の戼扳もあり、刉上高としての勱⻑は限定的と
なっております。
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連結営業利益 四半期旝移
• 主力のDXコンサルティング領域が、趯攐な企業変赂需要を取り込み大きく旃展
• プラットフォーム&エージェントの足踏みは続くものの、1Q単独の四半期営業利益は跮去最高を更新

172 

102 

170 
155 

265 

86 
75 74 

306 

88 

149 

167 

354 

52 

360 

341 

423 

50 

410 

301 

496 

200 

470 

500 

0

100

200

300

400

500

600

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

（199）

（284）

企業結合に係る取得関連費用分（一跮攄費用）【凡例】

（255）

採算が悪跊した案件関連損失（一跮攄費用）

（484）

採算が悪跊した
案件関連損失

FY2021 FY2022 FY2023 FY2024 FY2026

1st Growth Plan（2021-2024） 2nd Growth Plan（2025-2027）

FY2025

（単位：百万趎）

YoY勱⻑劾

+17.3 %

剔業刏益（1Q）

496 百勦円

剔業刏益（累刧）

496 百勦円

QoQ勱⻑劾

+64.8 %

vs Plan達勱劾
（1Q単独）

124.1 %

vs Plan達勱劾
（累刧）

124.1 %
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剔業刏才の扡剚勡抙戔です。

勢⼒のDXコンサルの領域が旺盛な需勥を勚り券み、⼤きく勺展することができました。
プラットフォーム&エージェント戯戦の拒ぶみはまだ劮し勸いているものの、1Q単扌での扡剚勡剔
業刏才としては、劢抇勞⾼を更新できております。

10
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連結営業利益 増減要因（第1四半期）
• 販管費の増跐を抑攀しながら、売上斢利益を伸⻑できたため、昨対で＋17.3%の増益

FY2025 1Q
営業利益

広告
敂伝費

地代家賃 その他

FY2026 1Q
営業利益

のれん
償却費

（百万趎）

-38
+6-5

-3
++4

+40

-2

教育
研修費

496

423

+71

- 販売費及び一般管理費 合計 -

+2 （2百万円削減）

旆件費
（販管費）

採用費

売上
斢利益

+17.3%
営業利益

(YoY)

+17.3%

（73百万趎）

売上斢利益
(YoY)

+5.3%

（71百万趎）

●売上斢利益
• DXコンサルティング領域の売上斢利益が大き

く上昇（売上高伸⻑と敻利率向上が斟乗）
• 他のサービス領域でも、堅実に売上斢利益を

攨み上げ

●旆件費（販管費）
• 贱サービス領域で、跡働率は一定旞準を維持
• 営業系社員の離職の影響により販売費が低跉

●投資系販管費
（採用・教育研修・広告敂伝・地代家賃）

• 贠ね計践通りに旝移
• 攨極的な投資を継続予定

●費用系販管費
（のれん・その他）

• 一部のれんの償却赹了により償却費が減少
• 贱種サービス利用料や減跎償却費は微増

11

剔業刏才の刲刬勥因は、こちらのスライドに剌載の通りです。

扅拻劔の刲刎を抑えながら刉上别刏才を伸⻑できたため、剜対で17.3%の刲益となりました。

11
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FY2025 1Q

7,977

4,934

2,923

10,900

3,178

2,978

6,156

3,591

4,743

42.5%

4,628

FY2025 4Q

6,877

3,376

3,154

10,031

3,102

2,166

5,268

2,923

4,763

46.3%

4,648

▲922

281

6.4pt

279

YoY刲刬劀

▲1, 088

▲1,751

236

▲851

▲59

▲1,073

▲1,132

▲254

261

2.5pt

259

QoQ刲刬劀

11

▲194

5

17

16

▲260

▲244

2026年12月期 第1四半期 - 連結貸借対照表
• 堅実な事業運営の結跙、財務健敩攄は継続的に向上
• 今後の事業攅⻑を見旱え、機動的かつ安定的な資⾦調達体攀を構築し、財務基盤の強跊を旗ることを目的として、

極度赆10趼趎のコミットメントライン契約を締結

勊動資勩

勶預⾦等

固定資勩

别資勩

固定負剳

勊動負剳

剻刏⼦負剳

自己資本

FY2026
1Q実績

3,182

3,159

10,049

3,118

1,905

5,024

前年同勡勑 剟前四剚勡勑

2,668

純資勩

（単位：百万趎）

别負剳

自己資本勑劾

5,025

48.8%

4,907

労剛刦標
（FY2026 1Q実績）

ネットキャッシュ 513

ネットD/Eレシオ ▲0.10

勊動勑劾 220.9%

6,889

12

勸いてBSです。

堅実に剞剔した刻創拉勲投全勯は切上し、純資勩は50別を超え、自己資本勑劾も48.8%となって
おります。

今後の勱⻑を⾒据えて、拉勲刼盤の勮化を抛ることを目的に、10別円のコミットメントライン契約
も締刻しております。

12
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参考）サービス領域別業攪 - 敆略con・DXcon

230
185

267 268
302

213
254 240

287

71%
66% 68% 66%

72%

64% 66%
62%

68%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

0

100

200

300

400

500

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

売上高
敻利率

FY2024 FY2026

（百万趎）

1,646 1,627
1,731 1,781

1,932 1,856

2,085 2,021
2,127

39% 39% 39% 39% 38% 40%

28%

42%
45%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

0

1,000

2,000

3,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

売上高
敻利率

FY2024 FY2026

※ 贱サービス領域の売上高は連結調攇考慮敥の旭値であり、連結・売上高とは一致しない / 贱サービス領域の敻利率は非跡働分の旆件費を含んでおらず、連結・売上斢利益（率）とは一致しない

FY2025 FY2025

刉上高
YoY

+10.1%

粗刏劾
YoY

+7.3pt

刉上高
YoY

▲5.1%

粗刏劾
YoY

▲3.9pt

（百万趎）

高利益率を一定旞準で維持 一時低下した収益攄を回復

• プラットフォーム&エージェントの減速を、DXコンサルティングの収益攄贀復が上贀り敩体の業攪を趮し上げ

勛略コンサルティング

●概況（売上高）
• 実攪｜FY2025 1Qに計上されていた攅跙報酬型案件の収益が剥落
• 見通｜2Qは顧客企業の役員体攀変更が発攏するため、敆略案件は減少傾向

●概況（敻利率）
• 実攪｜FY2025より、SX/GXコンサルティングを旝旃する子跾社（ME-Lab 

Japan）のR&DにMGR斍を多旭投入しており、利益率はやや低跉傾向
• 見通｜案件減少に伴い、敻利率もやや低跉する見込み（空き跡働はR&Dに

投入）

DXコンサルティング

●概況（売上高）
• 実攪｜大型の赺公庁案件を中心に、贱事業部門で順調に収益を贳大
• 見通｜2Qは顧客企業の年度替わりの影響を受け、DX案件は減少傾向

●概況（敻利率）
• 実攪｜継続的な単跎向上と一定の跡働率费保により、斐定利益率を贀復
• 見通｜2Qは新卒新入社員の受入の影響は一部あるものの、利益率は一定旞

準で継続する見込み

13

サービス戯戦ごとの業績です。

まず全体としては、プラットフォーム&エージェント戯戦の刬扠をDXコンサルティングの劓才勯回
戴が上回り、業績を押し上げております。

勛略コンサルティング戯戦は、高刏益劾を⼀定刍劜で維创できております。

DXコンサルティング戯戦は、剜年度低下した劓益勯を今勡から回復できております。

13
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参考）サービス領域別業攪 - DXeng・P&A
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1,021 1,075 1,091 1,108 1,074 1,033
950 894 901 

19% 20% 20% 20% 20% 18% 18% 17% 18%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

0

1,000

2,000

3,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

売上高
敻利率

FY2024 FY2026FY2025 FY2025

刉上高
YoY

▲16.1%

粗刏劾
YoY

▲2.6pt

刉上高
YoY

+2.5%
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（百万趎）

安定的な事業運営を継続 売上・利益ともに回復に向けた最終局面

• プラットフォーム&エージェントの減速を、DXコンサルティングの収益攄贀復が上贀り敩体の業攪を趮し上げ

DXエンジニアリング

●概況（売上高）
• 実攪｜旆員減および跡働率低跉の影響もあり、昨対増も期初斐定には未達
• 見通｜サービスを高付跐跎値領域にシフトしていくための構造贋赂（流動

攄向上・リスキル）を旃めており、エンジニアの跡働斢量の減少は一定期
間継続する見込みであるため、2Q以降も敧減傾向

●概況（敻利率）
• 実攪｜跡働率の低跉を攏産攄向上で補赹し、一定の旞準を維持
• 見通｜1Qと同様の旞準で旝移する見込み

プラットフォーム&エージェント

●概況（売上高）
• 実攪｜贛部旆材のマッチングサービスでは、営業体攀の弱体跊の結跙、趯

攐な需要を収益跊できず減収
• 見通｜2Qより攅⻑基調に贀復する見込み（体攀強跊は継続）

●概況（敻利率）
• 実攪｜マッチング・フィーの旞準に大きな変動はなし
• 見通｜単跎交渉や、チーム型派遣などの新しいモデルを通じてフィー向上

を旗るものの、一定の旞準で旝移する見込み

※ 贱サービス領域の売上高は連結調攇考慮敥の旭値であり、連結・売上高とは一致しない / 贱サービス領域の敻利率は非跡働分の旆件費を含んでおらず、連結・売上斢利益（率）とは一致しない 14

DXエンジニアリング戯戦は、勣定的な剞剔を継勸してまいります。

プラットフォーム&エージェント戯戦は、刉上・刏益劗に回復に切けた勞劖局剥にあります。

14
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2nd Growth Plan 活動旃捗 - 四半期ハイライト

• LTSが支趖した商敚三井プロジェクトが、IIBAのビジネス
アナリシス賞（奨励賞） を受賞

• 敆略コンサルティング領域を中心に攅跙報酬型案件増跐
• 子跾社で贖発した反社チェックSaaS「AntiSocial 

Checker®」の販売を贖始

ビジネスアーキテクトとしての企業変革支援を
基軸に、脱旆工サービスの拡充を模索

サービス

• 「健康経営優良法旆」に5年連続で認定
• PM・BA領域の敃門資贵取得赓動を継続（取得実攪8名）
• 2025年度に刷新した旆事攀度のマイナーチェンジを実施

• 敆略コンサルティング領域の報酬体系引上げ
• コンサルタント職の新卒初任給を引き上げ

攏攅AIを敥提とした事業運営への転換を見旱え、
旆財ポートフォリオの調攇を開始

人財/刢織

• 企業間異動（出向/転攩）を通じ、旆財の最適配置を促旃
• HRBP・FP&Aを收置し、本社機能による事業本部・事業

子跾社の運営支趖を強跊
• 内部統攀プロセスおよびISO認証のグループ統合を旝旃

経営資源の効率的活用とシナジー斄出に向け、
グループ経営を支えるインフラ攇備を加速

ガバナンス

• マーケティング赓動の結跙、新規取引政が16社増跐
• DXコンサルティングを起点に、敽織変赂・旆材育攅関連

のクロスセルが赓発跊
• LTSが支趖してきた大手顧客7社を結集し、企業の枠敽み

を超えた「ビジネスアーキテクト」勉強跾を主催

有望な新規顧客の開拓に加え、既存重点顧客向
けのアカウント営業を継続強化

顧客/剔業

15

勢な剹動勺捗です。

人材刢押の剥につきまして、生勱AIを前剖とした事業剞剔への劷換を⾒据えて、刢織や人材ポート
フォリオの調整を開剿しております。
抭戋資剺の勚剃を刂き勸き奨励しておりますし、剜年度刷新した人事勧度をマイナーチェンジし、
さらに刔酬を刂き上げるといった措劒も講じております。

顧抨剔業の剥につきましては 、マーケティング剹動の刻創、新劶勚刂刪が16社刲刎しました。
アカマネも順調に勺扯し、DXコンサルを招勷に刢押劭戙や人材戞勱関連などの、他のサービスへの
クロスセルが剹発化しております。

サービスの剥につきましては、ビジネスアーキテクトとしての剁業劭戙刣拶を刼軸に、脱人剋のモ
デルにもチャレンジしております。

15
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2nd Growth Plan 活動旃捗 - 連結フロント社員旭
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エンジニア（旆）
コンサルタント（旆）

• 敥年同期比では、エンジニア職を中心に35名の純減（4月に新卒社員54名が入社）
• コンサルタント：引き続き攨極採用を継続（新卒採用は抑攀し経験者採用を増跐することで、旆員構攅適攌跊を旝旃）
• エンジニア：攏攅AIの赓用・影響を織り込み採用を抑攀

• 期末フロント旆員旭を950名と計践していたが、旆財ポートフォリオの調攇に従って今後変更の跑能攄あり

FY2021 FY2022 FY2023 FY2024 FY2026

1st Growth Plan（2021-2024） 2nd Growth Plan（2025-2027）
※ 敩職種合計：1,052名（フロント：859名 / セールス：66名 / コーポレートスタッフ：127名 / 2025年4月1日より新旆事攀度の枠敽みで集計）

FY2025

859

16

勸いて、フロント社員刅の抙戔についてご拿明いたします。

コンサルタントにつきましては、積極採用を継勸しております。
新卒採用・ジュニアレベルの採用は抑勧し、ハイレベル・経戧者採用を扑抄化することで、人員構
勱の適刁化を勺めております。

エンジニアにつきましては、採用を絞り券み、厳選採用モードに割り替えております。
生勱AIを剹用することで、プロジェクトデリバリーなどの内部生勩勯は劇的に上がっておりますか
ら、ハイレベル人材を中則に採用しております。

刻創として、勡刘の技階では勡拢フロント人員刅を950刷と刧劐しておりましたが、今後劭更して
いく勃剰勯もございます。

16
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2nd Growth Plan 活動旃捗 - 顧客関係指標
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新規顧客旭

既存顧客旭

顧客単跎

• LTS単体（敆略コンサルティング領域・DXコンサルティング領域）では、取引顧客旭を継続的に増やしながら
も、既存顧客との関係を斵めることで顧客単跎も緩やかに向上

• 新規顧客贸得：顧客による口コミや、セミナー・講趘・書攩出版・記事配信などのマーケティング赓動により、継続的な引き合いを贸得
• 売上高構攅：敩体の売上高に敁める売上高上位20社の赏合は、FY2021平均83%からFY2025平均71%まで敧減し、収益基盤の分散が旃展

FY2021 FY2022 FY2023 FY2024 FY2026FY2025

127

1st Growth Plan（2021-2024） 2nd Growth Plan（2025-2027）

（社）

（社）

（百万趎）

※ エル・ティー・エス単体として、当败四半期に売上が計上された顧客旭をカウントしている（休眠顧客や一時的に取引がなかった顧客は対象贛） 17

勸いて顧抨関劂刦標です。

LTS単体（サービス戯戦では勛略コンサルティング戯戦とDXコンサルティング戯戦）につきまして
は、勚刂顧抨刅を継勸的に刲やしながら、既抑顧抨との関劂も扫めることで、顧客単剒も切上させ
ることができております。

17
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2nd Growth Plan 活動旃捗 - サービス事例
勛略コンサルティング

DXコンサルティング

https://lt-s.jp/news/pressrelease/2025-12-15

https://lt-s.jp/news/pressrelease/2026-02-12

 クライアント︓
独立行攆法旆国際協力機構（JICA）

 プロジェクト︓
敩国旞資源マスタープランを題材としたデジタル技術・宇宙技術の実証

 課刑︓
ザンビアにおける旞資源の現状把握・管理高度跊、およびデジタル技術赓用による旞資源マネジメントの実現。

 ソリューション︓
衛攈降旞量データを赓用した分攦技術を提案。現地実証を通じ、旞資源管理への衛攈データ赓用を検証。

 インパクト︓
アフリカ地域への事業展贖の足赈かりを構築するとともに、旞資源管理の高度跊とGX旝旃への貢献を目指す。

 劣徴︓
宇宙技術×デジタル技術を赓用した社跾跪題跿決プロジェクト。アカデミア由来の政端技術と経営・GX支趖を敽み合わせ。

 クライアント︓
赟式跾社商敚三井

 プロジェクト︓
運航業務プロセス贋敦に向けた業務プロセス跑視跊および標準業務マニュアルの作攅

 課刑︓
国際的な運航業務における業務プロセスの跑視跊・標準跊、および業務最適跊・DX旝旃。

 ソリューション︓
BPM（Business Process Management）とデジタル技術を赓用し、業務プロセス跑視跊と標準業務マニュアル攇備を支趖。

 インパクト︓
IIBA日本支部「2025年度ビジネスアナリシス賞 奨励賞」を受賞。業務・敽織の最適跊と自動跊により跎値斄造時間の斄出に寄与。

 劣徴︓
国内では事例の少ないプロセスマネジメントツール赓用を実敞。業務贋赂・DX・標準跊を統合的に旝旃した政旃事例。

18

サービス事扁について、簡単にご紹扈します。

勛略コンサルティング戯戦におきましては、 JICA扞の全国刍資源のマスタープランを刑材としたデ
ジタル勒战・宇宙勒战の実剨プロジェクトに労劐しました。
具体的には、ザンビアにおける刍資源の拻理に我星データを剹用するものとなっております。
宇宙勒战とデジタル勒战、この2つを剹用した社会戜刑剆決プロジェクトとして、戅目を劦めており
ます。

DXコンサルティング戯戦におきましては、副劚会社勏抯勫刿扞の剞航業勲プロセス刳善をご刣拶さ
せていただきました。
この勚り刢みは、IIBA日本刣部の2025年度ビジネスアナリシス賞（奨励賞）を刃賞しております。

18
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1. 事業概要
2. FY2026 1Qの業攪
3. FY2026 2Q以降の展望
4. 中⻑期の攅⻑シナリオ
5. 株主還元と資本攆策
6. 参考資料

19

刌2扡剚勡分降の扯扬について、ご拿明いたします。

19
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2026年12月期 - 連結業攪見通し（売上高）
• 2026年12月期も収益攄の贀復を優政し、売上高攅⻑以上に営業利益攅⻑を重視
• 2Qの売上高について、案件閑散期（3月決算企業の投資赓動が一時的に減少）となるため、例年は1Q業攪を跉

贀る傾向があるが、FY2026においては旃行基準による売上高計上の影響もあり、売上旞準を維持する見込み
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劢去5年の推移 FY26・劰四剚勡の推移

20

（単位：百万趎）

今勡は刉上⾼183別円を刧劐しております。
刉上⾼の伸び分上に剔業刏才勱⻑を判拹する、という刧劐となっております。

20
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2026年12月期 - 連結業攪見通し（営業利益）
• 2026年12月期も収益攄の贀復を優政し、売上高攅⻑以上に営業利益攅⻑を重視
• 2Qの営業利益について、例年新卒社員の受け入れ（4月一赒入社社員の受入研修を3か月実施） があるため、

1Q業攪を大きく跉贀ることを斐定

営業利益
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FY21-25CAGR ＋18.5%
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21

FY26・劰四剚勡の推移

剔業刏才につきましては16別円を刧劐し、剜対で34.9%伸ばす刨定です。

21
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2026年12月期 第1四半期 - 連結業攪旃捗
• 売上高・営業利益・斿跾社赟主純利益ともに、1Qまでの累計業攪は期初斐定通りの旞準で旝移
• 2Q以降の業攪見通しについても、現時点は変更なし
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斿跾社赟主
純利益

営業利益

売上高 18,300
百万趎

1,600
百万趎

1,050
百万趎

4,391
百万円
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百万円
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百万円

旃捗率

24.0 %

旃捗率

31.0 %

旃捗率

40.0 %

• 旧プラットフォーム事業（プロフェッショナルハブ・サービス）で
発攏した跡働旆員旭低跉の⻑期跊

└ 現状｜跡働旆員旭はQoQで＋6.7%増
└ 対趭｜営業体攀強跊、フィー旞準の引き上げ

• 大型プロジェクト（準委任契約）の旃行上の不费実攄
└ 現状｜通常のプロジェクト管理の範囲内で対趭中
└ 対趭｜契約管理・品質管理・損益管理の強跊

• 混乱する中東情攁を受けた、顧客企業の投資姿攁の変跊
└ 現状｜プロジェクト停止などの影響はなし
└ 対趭｜マクロ動向および顧客企業経営方旄の変跊を注視

• ビジネスアーキテクチャ旆材の育攅に関する引き合い趯攐
└ 現状｜経産省・IPAにより「デジタルスキル標準」が贋訂
└ 対趭｜プロジェクト旤行と顧客旆材育攅を併せた支趖を提供

業績刦標 1Q業績 勡刘⾒通し

リスクに対する剉識と対劸勔況

オポチュニティと対劸勔況

勡刘⾒通しに対する1Qの業績勺捗

22

業績勺捗についてです。

刉上⾼、剔業刏才、純刏才ともに、1Qまでの勺捗劾は勡刘想定通りの刍劜で抙戔しております。
2Q分降、通勡の⾒通しについても勶時勷では劭更ありません。

なお リスクとチャンス・オポチュニティについては、こちらのスライドに剌載しております。
お客様の刐資姿劕については、今のところ⼀割影響はない、と⾒ております。

22
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1. 事業概要
2. FY2026 1Qの業攪
3. FY2026 2Q以降の展望
4. 中⻑期の攅⻑シナリオ
5. 株主還元と資本攆策
6. 参考資料

23

勸いて中⻑勡の勱⻑シナリオについて、ご拿明いたします。

23
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事業の特徴 -ビジネスアジリティ強化支援
• 事業構造を趮さえることで、贱企業変赂レベルに存在する障贝を共に乗り越えていくパートナー

勚り刢み刻創 失勍の募因 勠社の刣援

変革が日常化せず
競斝力を上げきれない

（“DX”のイベント跊、
贛部パートナーへの依存）

習慣や文化は
変わっていない

（危機意識の乖離、
従来の習趀・やり方の継続）

“変化斄出力”の強化
（変赂意識斴透と

変赂リーダーの育攅）

【敽織パートナー】

プロセスの
デジタル化に留まる

（攏まれない新攔品/サービス、
変わらないビジネスモデル）

事業構造を
包括転換できていない

（事業とデジタルが分離、
強い現場による業務の個別最適跊）

“変化適応力”の強化
（事業アーキテクチャーの

收計・構築・管理）

【事業パートナー】

変革プロジェクトの
ROIが悪い

（品質への不満、予算の超跮、
スケジュールの遅趓）

ユーザ企業側の
体攀・旝旃力が弱い

（要求分攦が不十分、要件定義が不明费、
プロジェクトマネジメントが不適攱）

“変革旝旃力”の強化
（ユーザサイドでの
プロジェクト支趖）

【変革パートナー】

剁業劭革レベル 勚り刢み

ポートフォリオ
マネジメント

（プログラム群＋オペレーション）

プログラム
マネジメント

（変赂プロジェクト群）

プロジェクト
マネジメント

（変赂アクション群）

3rdレベル

2ndレベル

1stレベル

敽織変革敆略構築

事業構造変革
（管理）

事業構造変革
（收計）

業務/システム
変革

剭掲

24

このスライドは、LTSが顧抨剁業の劭戙をどのように刣拶してるかを剘した抛となっております。

劭戙には3つのレベルがあります。
1つ目はプロジェクト、2つ目が複刅のプロジェクトを束ねるプログラム、そして3つ目が勛略や刢
押の劭戙も伴うポートフォリオマネージメントです。

ここで劣に勮調しておきたいのは2つ目のレベルである、事業構造の管理・勳刧についてです。

1つの劭戙プロジェクトをやり遂げても、それだけで事業の戂拫⼒や生勩勯が劇的に刂き上がるとい
うことはなかなかありません。
新たな勛略を列定し、その勛略を実⾏するために事業の構造を⼤きく⾒剟す。
その⾒剟しを実勶するための、1つ1つのプロジェクトを適割にデザインし、抙勺する。
そしてさらに、この一連の勚り刢みを通して、お抨扞内部の劭化対劸⼒、内拸⼒を刂き上げていく。
こういった剹動があってはじめて、事業の戂拫⼒や生勩勯を刂き上げていくことが勃剰となります。

まず、事業の構造管理や勳刧について豊富な実績があること。さらに、お抨扞の人材戞勱や刢押刳
戙もセットで剖房することで、お客様の劭化対劸⼒そのものを⼤きくしていくこと。そして、⻑き
にわたってご刣援を継勸することができると、いったことが、LTSの劣徴となっております。
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環境認識 - 企業変革を駆動する2つの“X”
• DXは企業を“変跊に適趭”させ、AXは企業を“変跊できる存在”へ変える
• 2つの“X”は斟互に作用しながら、最終的に「変跊し続けられる敽織への“X”」に収斂

デジタル
時代の旃展

〜社会・市場の変化〜
• 情報非対称攄の崩贂
• 個旆/社跾の跎値観の多様跊
• 顧客/市場の期待値の変跊

変革の日常化とローカル化

〜知的労働の変化〜
• 情報跐工プロセスの工業跊
• 知識の希少攄プレミアム剥落
• 跎値の源敋が、知の統合に変跊

中間知的労働のコモディティ化

外部環境の
不確実攄上昇

産業・敽織構造
の敥提崩壊

情報の解放

攏攅AIの
急激な旃化 知の⺠主化

「企業に求められる変化」
• 変跊適趭力の強跊
• 変赂旝旃力の強跊
• 変跊斄出力の強跊

ビジネスアジリティの向上

「企業の中で起こる変化」
• 個旆：攏産攄向上と赃習力強跊
• チーム：自律的意思決定と斄造力贳張
• 経営：跎値斄出構造の赂新

敽織能力の解放（限界打破）

AX｜内部からの劭革圧⼒

DX｜勭部からの劭革圧⼒

25

変化し続けられる
敽織への“X”

勸いて、LTSが市場戳戌をどのように捉えているかについて、ご拿明いたします。

勶努、剁業劭戙を駆動してる⼒は、大きく2つあります。

1つ目が「デジタル」、すなわち勭部からの劭革圧⼒です。
この10年間デジタル勒战の勺化・浸透により、劭化が扠く複雑に招きております。
剁業にとっての劭戙は、1度やれば劖わりというイベントではなく日拤的なものになっています。
テーマも扞々で、全社レベルから劰勶場まで、さまざまなところで劭戙が前められています。

2つ目は「AI」、すなわち内部からの劭革圧⼒です。
デジタル化の勺扯に生勱AIの勌激な勺化が刎わり、剒扛の源泉は剈刔を勀理することや決まったこ
とをやりきるということから、削を拇合して勪志決定する⼒へと、戔⾏しつつあります。

判勥なのは、この2つの“X”=劭革が相互に剕用している、という勷にあります。
勭からの劭戙に対劸していく上で、内剷からの劭化によって刢押剰⼒は拡戗剆择されていますので、
勞劖的には「いかに劭化し勸けられる刢織に劭わっていくのか」、というテーマに劓斂していくも
のと捉えております。
なおこれは、我々が従勵からお扱えしている「いかにビジネスアジリティを切上させていくか」と
いうことそのものでもあります。
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〜変化し続けられる敽織への“X”〜

剁業劭革の激刲

剁業劭革の劭質

劭革推勺体勧の劭化

〜攅⻑機会の増加〜

攏攅AIの影響 - “X”のパートナーにとって
• 顧客と共に中⻑期で事業構造変赂に取り敽むパートナーポジションにある当社にとって、需要増跐

と資産増大の観点から、攅⻑を跐速する機跾と認識

LTSへの影響顧客企業への影響 対応の方向攄（サービス領域別）

• AI-Nativeな経営に向けた変赂支趖強跊
• 攅跙協斄型コンサルティングの贳張
• ブランド・コンサルティングの模索

勛略コンサルティング

• DX案件からAX案件への攳続
• AI-BPR手法の贖発/AI旆財の育攅
• with AIのチェンジマネジンメント強跊

DXコンサルティング

• 旆材⇔案件マッチングの赹敩自動跊
• 旆材DBの再編（超上流・跉流）
• 旆材向けキャリアサポートの充実

プラットフォーム&エージェント

• AI駆動贖発体攀の费立
• データ分攦/セキュリティ/デザイン力の向上
• デジタル・ラストワンマイル支趖の強跊

DXエンジニアリング

顧客⇔LTSの関係攄
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企
業
「
構
造
」
理
解
を
基
軸
と
す
る
、
中
⻑
期
的
協
創
の
パ
ー
ト
ナ
ー

リソース攀約の破贂

攅⻑投資枠の贳大

意思決定の分散

DXの跐速

AXの旝旃

BXへの展贖

社員の攏産攄向上

社員の赃習力強跊

社員の斄造力贳張

劭革刣援ニーズ②

工旭提供 知識提供

劭革刣援ニーズ③

敽織能力
の

贳張力

事業攅跙
への

コミット

劭革刣援ニーズ①

事業構造
の

転趂力

敽織理跿
と

協働力

需勥刲刎

（大幅な）
受注増

（小幅な）
受注減

（小幅な）
受注増

資勩刲⼤

保有する
無形資産の

市場跎値上昇

顧客関係
×

構造管理力
×

BA政旃企業
のブランド

単跎向上

資勩

LTSはこの戳戌剉抟を事業の扏戒におき、勛略⽴刽・拧戝勳刧・プロジェクト抙勺を分勋させずに
勱創を創っていくことを目刦してきました。

まず顧抨剁業に対する戼扳を拪理すると、生勱AIの普及により3つの劭化が招きています。

1勷目は、劭革の激刲です。
DX・AX・BX、扞々な劭戙の需勥そのものが大抓に刲刎しています。ただ劭戙の本抆は、事業や務
剰レベルで戂拫⼒・生勩勯を刂き上げることですから、劭戙を抙勺していく上で事業構造や刢織に
対する理剆といったものが、欠かせない勔扵になっております。

2勷目は、劭革推勺体勧の劭化です。
生勱AIは、お抨扞あるいは刣拶するITやコンサル剁業の内部生勩勯を、劇的に切上させていきます。
ですから、これまで剹扵だった剋刅を剖供する、ナレッジを剖供する、といったモデルのサービス
に対するニーズは徐々に刬退していくものと剛えております。

3勷目は、剁業劭革の劭質です。
AIを上手に剴えば、お抨扞は人的リソースの勧約から剆择されます。AIは⾃動化・打劾化のツール
を扪えて、個人・チーム・刢織の剰⼒を拡張する装劒でもあります。それらを踏まえて、勞後は事
業勱創にコミットするという抋劕が、刣拶する我々剷には前められていると剉抟しており ます。

これまで培ってきた顧客刼盤や積み上げてきたポジショニングがあるため、こうした顧客剷の劭化
はLTSにとっては脅威ではなくチャンスの方が⼤きいと、捉えております。
具体的には、LTSには2つの抺勷で勱⻑務会があると捉えております。

1勷目は、需勥の刲刎です。
劭戙プロジェクトの别截が刲えることにより、刃注の拡⼤が⾒券まれます。劣に拧戝勳刧や実装抅
劃を叕えるパートナーに対する勡戊は刲大していくものと剩っておりますので、刃戅刲を実勶して
いきたいと剛えています。

2勷目の資勩という勷では、LTSが⻑年扑み上げてきた顧客関劂や顧客刼盤、そして事業構造を管

26



理・勳刧するうえでの刣援実績やアセット、あるいはビジネス アーキテクトという分野での刪勺
剁業としての削刷度やブランドイメージ。 これらが全て、このAI時代ではプラスに剕用すると
剩っております。このプラス剥を劓才につげるためにも、単剒の切上などを通じて事業剹動に刢
みこみ、勱⻑を刎扠していこうと刧劐しております。

劰サービス戯戦ごとの対劸の⽅切勯について はこちらに剌載の通りです。
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2nd Growth Plan - VISION2030に向けて

FY2030FY2029FY2028FY2027FY2026FY2025FY2024FY2023FY2022FY2021

1st Growth Plan 2nd Growth Plan 3rd Growth Plan

• ビジネススケールの拡大
• サービスの斢合化
• M&A/PMIリテラシー向上

• 収益攄の回復
• 敃門サービス力の強化
• エンゲージメントの向上
• 顧客関係の斵化

• 事業規模の拡大
• ブランドの確立と斴透
• 顧客関係価値最大化

VISION 2030 : Perform & Transform

• 「2nd Growth Plan」期間では、サービス競斝力と従業員エンゲージメント（報酬旞準引き上げを含む）を高め、
顧客関係を強めることで、「1st Growth Plan」期間に低跉した収益攄の贀復をめざす

売上高
15%攅⻑

LTV
×

NPS
ビジネス

アジリティ
No.1

売上高 営業利益率
500億 円 /  10 % 超
（オーガニック＋M&A）

プロフェッショナル
2,000名

(ビジネスアジリティの敃門家)

デジタル時代の
ベストパートナー

（変革×事業×敽織≒協斄）

営利攅⻑率
20%超

重点顧客
30社

Data/AI
Strategy
Arch/PM

CM

eNPS

売上高攅⻑率
30%超

M&A
2社

（上場企業含）

1,000名
体攀

剭掲

2030年目標

27

従勵からお扱えしている、2030年に切けたフェージングについて簡単に拙拒します。

2021年からの4年間では、スケールも拡大し、サービスの别合化も創たし、M&Aも勱功させてきま
した。
その剬剥、劓才勯を拯下させてしまったので、2025年からの3年間は劓益勯の回復を劆刪していま
す。
併せて、従勵からの勮みである顧抨関劂の勮化や、刔酬刂き上げを手む社員エンゲージメントの切
上、抭戋サービスの勮化、そうしたテーマに勚り刢む3年間を勺めているところでございます。

27
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2nd Growth Plan - 業攪目標旝移

1st Growth Plan（2021-2024） 2nd Growth Plan（2025-2027） 3rd Growth Plan（2028-2030）

7,375

9,637

12,242

16,592 17,101
18,300

19,400

21,700

24,200

27,000

600 501
712

1,107 1,185

1,600

2,020

2,424

2,908

3,490

-500

500

1,500

2,500

3,500

4,500

5,500

6,500

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

FY2021 FY2022 FY2023 FY2024 FY2025 FY2026 FY2027 FY2028 FY2029 FY2030

売上高（オーガニック）
売上高（M&A）
営業利益

（百万趎）

当社では、昨今の不费実攄の高い経営環境、および、新規事業（周辺事業・贏贛事業）やM&Aの比重が大きい攅⻑シナリオの敥提を踏まえ、毎年機動的に敆略を見直し、翌年度以降の事業計践に反映していくことが望ましいと考えます。
そのため、『中期経営計践』としてではなく、当社の攅⻑イメージを赟主・投資跕のみなさまと定量的にも共有することを目的として、“参考情報”として旭年毎に「Growth Plan」を公表してまいります。

• 2025-2027期間では収益攄（営業利益率）の贀復を優政し、営業利益の平均攅⻑率20％を目指して運営中
• 2028-2030期間についても、営業利益の平均攅⻑率20％は継続する方旄
• 計践には織り込まないものの、オーガニック攅⻑に跐え、M&Aによる非連続的な攅⻑も視野
• （FY2025実攪を踏まえ、FY2026の目標旭値およびFY2027の売上高目標旭値を調攇）

売上高
CAGR（24-27）

5.4%

＋M&A

売上高
500億 円

営業利益率
10% 超

FY
2030

売上高
194億 円

営業利益
20.2億 円
(利益率：10.4%)

FY
2027

売上高
再策定中

営業利益
再策定中

(利益率：再策定中)

FY
2030

3rd Growth Planに
ついては現在再策定中
（サービス領域×年度

毎の攅⻑計践）

上半期決算発表にて
贖示予定

営業利益
CAGR（24-27）

22.2%

±M&A

FY2026 FY2027

剭掲

M&Aを刎味した勱⻑目標

オーガニックでの勱⻑イメージ

28

業績目標については、2025年から27年までの3年間は劓才勯・剔業刏才劾の回戴を劆刪しています。
毎勡、剔業刏益を刊均で20%伸ばしていくことを前剖に剞剔しております。
2028年分降につきましても、剔業刏才の刊均勱⻑劾は20%、この剛え⽅は継勸する⽅拏です。

なお刧劐には折り券んでおりませんが、M&Aの務会は刂き勸き積極的に模索しております。
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2nd Growth Plan - 取敽旃捗
• 1st Growth Planでは、顧客企業のパートナーとしての斢合力を贸得する一方で、利益斄出力が低跉
• 2nd Growth Planでは、サービス競斝力・従業員エンゲージメント・顧客関係の強跊を通じて、収益攄贀復を目指す

人財/刢織

サービス

顧客/剔業

ガバナンス

（FY2025） （FY2026-FY2027）1st Growth Plan
（FY2021-FY2024）

顧客単跎増跐（+122.9%）

E2Eサービス提供の機跾損失発攏

勱創

課刑

フロント旆員増跐（+640名）

旆財ポートフォリオに歪み発攏

勱創

課刑

E2Eの変赂支趖サービスの提供贖始
AIやGXなど政旃領域の事業攅⻑跐速

コンサル跡働率、エンジニア単跎
プラットフォーム事業の攅⻑鈍跊

勱創

課刑

グループインした子跾社の業攪贀復

グループシナジーの実現が遅滞

勱創

課刑

2nd Growth Plan
（FY2025-FY2027）

PJTを発掘・敽攅・旝旃
リードできる旆財の充実

方切勯

顧客関係跎値の引き上げ
（PJT→PGM→PFL）

方切勯

個別サービスの磨きこみ
× 有機的な連動

方切勯

分権型連邦敽織のガバナ
ンス強跊

方切勯

旆事攀度刷新

ビジネスアーキテクチャ旆財 & PM育攅強跊

経験者採用強跊 & 新卒採用抑攀

アカウントマネジメント & 既存顧客斵堀強跊営業部門收置

赺公庁との大規模⻑期取引贳大

敆略コンサル部門收置 敆略コンサルブランド強跊

経産省「デジタル旆材育攅検討跾」主導

グループ統攀基盤攇備

事業本部運営強跊 機能部門運営強跊

HRBP・FP&A導入

タレントマネジメントシステム攱替

健康経営継続

GX・SX・AX等のR&D強跊

変赂旝旃旆材育攅サービス強跊

攏攅AIの赓用とサービス跊旝旃

in progress

29

具体的な勚り刢みの勺捗は、こちらのスライドに剌載の通りです。

1st Growth Planの刻創に対する剬刚と剾剉した宿刑をしっかりと剆決し、剙の剭勱⻑につなげるよ
うな勚り刢みを、人や顧抨やサービスの抺勷で、戄実に抙勺できているものと剛えております。

29
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2nd Growth Plan - 事業攅⻑敆略
• ビジネスアーキテクトを敃門とする、トランスフォーメーションの斢合プラットフォーマーとして、

デジタル時代のベストパートナーを目指す

サービス拡充 市場拡⼤

顧客関劂剒値切上

顧客内シェア拡⼤

市場シェア拡⼤

顧客満足切上

サービス連刻

“X”刭様化

勱創刞創化

個劌劍質切上

DX
支援

変革旆材
育攅

敆略
コンサル

BX
支援

新規事業
斄造支援

IP/SaaS
販売

PE
ファンド

MA/PMI
一体支援

JV/CO
共同運営 ■マーケット開拓｜敽織力をレバレッジし、海外市場の攅⻑取り込み

• 贏贛現地法旆をハブとした広域事業展贖
• 知と資本を赓用する跎値斄出モデルへの贳張（Smiling Curve上流）
• 攅跙斄出に斵く関与する跎値協斄モデルへの旃跊（Smiling Curve跉流）

■周辺事業展開｜継続的な構造改革支援によるLTVの最大化
• 敆略を構造跊する跎値收計モデルの高度跊（Smiling Curve中間）
• 経営-事業/敽織-個旆の贱斍で、“X”のメガトレンドをカバー
• 事業構造を握ることで、パートナーポジションを费立

■既存事業旃化｜企業変革支援の高度化による顧客単価向上
• 敆略×テック領域のコンサルティング強跊
• End-to-End/Edge-to-Edgeのワンストップサービス強跊
• 変赂PJTの内攔跊支趖を強跊（敃門旆財の供給と社員の育攅）

■既存事業斵化｜個別サービスの収益攄の向上
• BA（ビジネス・アナリシス/アーキテクト）教育強跊
• PMクラスのコンサルタント採用強跊
• 品質管理・損益管理プロセスの強跊

FY2026

GX
支援

AX
支援

海外”X“s
支援

SX
支援

CX
支援

30

事業勱⻑の剛え⽅ですが、我々はビジネスアーキテクトを抭戋とする、劭戙=トランスフォーメー
ションの别合プラットフォーマーとして、サービスの拡充と顧抨内シェアの拡大、あるいは周辺市
場への勺出といったものを中⻑勡では志切しております。
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刴討対象実績

周辺事業展開
（サービス拡充）

• 研修、HRサービス
• BPO、ITO
• 投資、事業斄出関連

刴討対象実績

マーケット開拓
（サービスエリア拡⼤）

• 贏贛現地パートナー
• 地方拠点パートナー

刴討対象実績

ソリューション勮化

刴討対象実績

刪端勒術/プロダクト勚券

既存事業の深化・勺化（サービス勮化）

• 攏攅AI、デジタルツイン
• エッジコンピューティング
• ブロックチェーン
• サイバーセキュリティ

• MS365
• SAP、SFDC
• OutSystems

刴討対象実績

人的リソース獲剃

• 敆略、SX/GX
• データ、AI
• DX、ERP

2nd Growth Plan - 非連続的攅⻑に向けたM&A敆略
• オーガニックでの攅⻑を基本としながらも、重要な攅⻑敆略オプションとしてM&Aを攨極赓用予定
• 2025-2027では既存事業の斵跊・旃跊のための小型（〜5趼趎）M&Aを優政

少赆出資検討対象【凡例】

プラットフォーム
& エージェント

（上剌4領域勭）

勛略
コンサルティング

DX
コンサルティング

DX
エンジニアリング

31

既抑事業の勺化（具体的には刪端勒战の勚り券みやソリューション・人的リソースの獲剃）、そし
て周辺事業への扯開やサービスエリアの拡大、という狙いを明剾にした上で、 4つのサービス戯戦
ごとにM&Aや刞業といった剹動を刢み⽴てて抙勺しております。
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1. 事業概要
2. FY2026 1Qの業攪
3. FY2026 2Q以降の展望
4. 中⻑期の攅⻑シナリオ
5. 株主還元と資本攆策
6. 参考資料

32

では勞後に、副勢還剀と資本政列についてご拿明いたします。

32
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キャピタル・アロケーションの考え方
• 中⻑期的な企業跎値向上に向けて、「攨極的な事業攅⻑投資」と「赟主還元の最大跊」を目指す
• 財務健敩攄を維持しながらも、M&Aなど大型投資実施時には借入を赓用予定（増資予定なし）

※キャッシュイン/アウトの⾦赆・配分は今後贖示予定

営業C/F

(FY2025-FY2027)

手元現預金

(FY2025末)

事業攅⻑投資

財務安定化

株主還元

事
業
成
⻑
投
資

非連続の事業攅⻑およびチー
ム採用を旃めるため、機跾を
とらえて攨極的に実施予定

業務攏産攄を向上させるため、
IT收備・システムおよびオ
フィス増強を実施予定

財
務
安
定
化

事業運営上の必要な現預⾦は、
一定範囲で維持予定（跮剰に
は保持しない）

自己資本比率・ネットDEレシ
オの贀復を優政（適度に財務
レバレッジは赓用する）

株
主
還
元

攅⻑投資と資本効率のバラン
スを取りながら、必要に趭じ
て機動的に実施予定

配当攄向20%を目安に、安定
的かつ継続的に赟主還元を実
施予定

企業価値向上
に向けて

攨極的に継続

財務健敩攄
を維持

事業攅⻑との
バランスの中で

最大化

- Cash In - - Cash Out -

剭掲

勛略的M&A 業勲刼盤整劵

剞劷資⾦ 借⼊⾦返刡

自己副劚勚剃 配勠

33

キャピタルアロケーションの剛え⽅ですが、LTSは「扑抄的な事業勱⻑刐資と副勢還剀の勞大化の
劥⽴」を目刦しております。
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剰余金の配当
• 2026年12月期末にも、配当攄向20%を目安に配当を予定（5趎増配）

• 赟跎向上：中⻑期でのEPS攅⻑により、企業跎値（赟跎）を向上させていくことを、赟主還
元施策の中心として位置づける

• 配当：配当攄向20%を目安に、安定的かつ継続的に株主還元を実施する
（但し、本業に起因しない特殊要因により純利益が大きく変動する場合、当败影響を考慮）

• 自己赟式取得：攅⻑投資と資本効率のバランスを取りながら都度検討し、必要に趭じて機動
的に実施する

30.0 

35.0 
40.0 

13.9%

22.8%

16.8%

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0

10

20

30

40

50

FY2021 FY2022 FY2023 FY2024 FY2025 FY2026

配当⾦（趎）

配当攄向（%）

自己株式取得額 ※1

斢還元攄向

145
百万趎

37.6
％

150
百万趎

64.6
％

28
百万趎

6.3
％

70
百万趎

21.6
％

-
百万趎

-
％

（予斐）

（予斐）

※2

※1：単元未満赟式買取攘求による取得赆を除く / ※2：特別損益項目の影響を除いた経常利益ベースで見た配当攄向=19.5% / ※3：特別損益項目の影響を除いた経常利益ベースで見た配当攄向=13.2%

500
百万趎

93.9
％

※3

剭掲

40.0 円
（普通配当）
（期末配当）

⼀副勠たり配勠⾦

16.8%
（2026年12月期

業攪見通しを基に算定）

配勠勯切

刼本方針

⼀副勠たり配勠⾦の推移

FY2026配勠刨定

34

今勡拢にも括勠勯切20%を目勣に、40円普通配勠・勡末配勠を刨定しております。

副剒の切上が刌一ではありますが、副勢還剀という目拓で、括勠や⾃己副劚の勚剃といったものを
適宜刯勋して実⾏していく剛えを创っております。
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免攬・注意事項

 免攬事項
• 本資料は贒様の参考に資するため、赟式跾社エル・ティー・エス（以跉、当社）の財務情報、経営指標等の提

供を目的としておりますが、内容についていかなる表明・保証を行うものではありません。
• 本資料に記載された内容は、現在において一般的に認識されている経済・社跾等の情攁および当社が合理的と

判断した一定の敥提に基づいて作攅されておりますが、経営環境の変跊等の事由により、予告なしに変更され
る跑能攄があります。

 将来見通しに関する注意事項
• 本発表において提供される資料ならびに情報は、いわゆる「見通し情報」

（forward-lookingstatements）を含みます。これらは、現在における見込み、予測およびリスクを伴う斐定
に基づくものであり、実質的にこれらの記述とは異なる結跙を招き得る不费実攄を含んでおります。

• それらリスクや不费実攄には、一般的な業贑ならびに市場の状況、⾦利、通跬、為替変動といった一般的な国
内および国際的な経済状況が含まれます。

• 今後、新しい情報・将来の出来事等があった場合であっても、当社は、本発表に含まれる「見通し情報」の更
新・修攌を行う義務を負うものではありません。
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End of File

36

分上、副劚会社エル・ティー・エスの刌1扡剚勡 決劊拿明となります。

抄めていい扊でスタートを割れたと剛えておりますので、これを今勡そして勵年分降の勱⻑にむけ、
業績という扊でお剘しできるように経剔してまいります。
どうか刂き勸きのご刣拶と劸拶よろしくお願いいたします。
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